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一 般 質 問 通 告 書 

 

                             令和 ７年 ８月 ４日 

 

議 会 議 長  様 

 

                          議席番号     ４    番  

 

議員氏名  久 松 祐 樹    

 

質 問 事 項  質 問 要 旨 指 定 答 弁 者 

１．いじめは絶対

に許さない町の

実現を 

令和７年７月１日、ＮＨＫ ＮＥＷＳ ＷＥＢで「札幌 

中１女子生徒いじめ自殺訴訟で両親と市の和解が成立」と

いうニュースが流れました。その和解額が、６,０００万

円という報道です。女子生徒は、小学５年生の頃から  

いじめを受け、自殺未遂にまで追い込まれ、中学１年生で

自殺しました。いじめの抑止力のひとつに、モラルや  

道徳心の醸成があります。「いじめは犯罪になる」という

ことを町全体で認識していることが、抑止力になると考え

ます。そこで、以下伺います。 

（１）令和６年度の認知件数と解消件数は。また、深刻  

事案への対応状況は。 

（２）いじめ問題の根絶を目指すために、当町では、何が

課題であり、その課題をどのように解決されていく 

のか、具体的な施策と体制面の整備状況は。 

（３）令和６年１２月議会の一般質問で、杉戸町いじめ 

防止対策推進条例の制定に向けて、「まずは関係者 

それぞれの意識高揚を図ることが重要で、杉戸町  

いじめ問題対策連絡協議会において、委員の皆様の 

御意見を伺い、制定自治体の状況等を総合的に研究 

していきます」と答弁があった。 

これらの進捗状況について、条例化に至る見通しの

有無はいかがか。 

町長 

副町長 

教育長 

学校教育課長 

担当課長 

 

                     ８月 ４日 午前・午後１１時００分 受理 
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２．事務事業評価

を通して、常に

行政のアップ 

デートを 

令和７年９月２日時点で、パブリックコメントが実施 

されている「第６次杉戸町総合振興計画後期基本計画  

（素案）」では、未来像８「持続可能な町政運営を推進  

するまち〈行財政運営〉」に、「杉戸町行政改革大綱」を  

包含したり、「まち・ひと・しごと創生総合戦略」を    

本計画に統合し進行していき、事務事業評価の効率化が 

図られていると考えます。また、「リーディングプロ   

ジェクト（スギトゴトプロジェクト）」が計画され、一人

ひとりがスギトのコトを自分ゴトとして、みんなで考え 

行動する重要性も掲げられました。そこで、以下伺います。 

（１）本計画により、「総合振興審議会（まち・ひと・   

しごと創生有識者会議）」「行政改革推進会議」の運営

について変更となる点は。 

（２）総合振興計画を効果的に推進していくために、  

「リーディングプロジェクト」が設定された。本プロ

ジェクトの意義とＰＤＣＡの検証方法をどのように

考えているのか。 

（３）事務事業評価の目的は、事業を実施した結果や数字

（アウトプット）ではなく、事業の成果も重要だが、

各事業が町全体にどのような影響を与えているか 

（アウトカム）を見極め、常に行政をアップデート 

していくことが必要と考える。今後の事務事業評価の

あり方をどのように考えているのか。 

（４）事務事業評価を通して、効果が薄い事業を見直し・

削減し、重要な事業のさらなる効率化を図ることは、

町民の貴重な税金を適切に活用するうえで極めて 

重要である。この点について、町としてどのように 

考えているのか。 

町長 

副町長 

総合政策課長 

担当課長 
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３．民間の創意 

工夫を最大限に

生かした再生 

モデル構築を 

和歌山県有田市のＪＲ初島駅において、世界初となる

「３Ｄプリンター駅舎」が建設され、令和７年７月２２日

から利用が開始されたことが報じられました。この駅舎

は、壁や屋根のパーツを工場で４日間かけて３Ｄプリント

し、現地ではわずか２時間半で組み立てられたもので、 

建設コストは通常の約半分、工期も大幅に短縮されて  

います。老朽化が進む小規模駅舎の更新において、３Ｄ 

プリンター建築はコスト・工期・人手の三重の制約を乗り

越える技術として注目されており、今後は駅舎のみなら

ず、公衆トイレ、バス待合所、防災備蓄倉庫、公園施設  

など、小規模インフラの整備・更新への応用も期待されて

います。高齢化・人口減少・財政制約・技術者不足と   

いった構造的課題を抱える当町においても、こうした新 

技術を冷静に評価し、必要に応じてモデル的に活用する 

ことは、将来にわたって公共施設を持続的に維持していく

上で重要だと考えます。そこで、以下伺います。 

（１）当町において、小規模な公共施設の老朽化の実態に

ついて、更新が必要とされながらも、予算や人手の 

制約から整備が進んでいない施設はどれほどあるの

か。 

（２）建築基準法を満たす構造物が現実に建設されている

ことや、耐震性・耐久性が確保されている事例が複数

存在すること、コスト削減や納期短縮の観点も踏まえ

たうえで、３Ｄプリンター建築に対する当町の見解

は。 

町長 

副町長 

総合政策課長 

管財契約課長 

建築課長 

担当課長 

 


